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ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環
境
保
全

八
十
周
年
記
念
絵
画

・
写
真
展

（略
称
　
会
員
展
）
の

お
知
ら
せ

創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て
日
本
山
岳
会
々
員
の
制
作

に
な
る
山
岳
に
関
す
る
絵
画
や
写
真
の
展
示
会
を
左
記
の

よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
ご
応
募
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

一
、
名
称
　
「
八
十
周
年
記
念
絵
画
写
真
展
」
（日
本
山
岳

会
々
員
に
よ
る
）

一
、
場
所
　
一Ｔ
ｌ０２
千
代
田
区
丸
の
内
二
―
三
―

一　
一三
菱

商
事
別
館
内

　

「
三
菱
セ
ン
タ
ー
」

一
、
期
間
　
昭
和
６０
年
８
月
１９
日
（月
）
１
８
月
２３
日
（金
）

一
、
開
館
時
間
　
午
前
９
時
半
―
午
後
５
時
　
た
だ
し
２３

日

（金
）
は
正
午
ま
で

◎
応
募
規
定
は
左
の
通
り
で
す
。

一
、
作
品
の
数
と
大
き
さ
　
絵
画
に
つ
い
て
は

一
人
な
る

②
作
品
の
地
名

０
会
員
番
号

０
氏
名

⑤
住
所

（郵
便
番
号
）

０
作
品
の
大
き
さ

国
会
員
展
終
了
後
の
受
取
方
法
（次
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）

ａ
。
８
月
２３
日
正
午
に
会
場
で
引
取
り

ｂ
。
８
月
２９
日

（木
）
１
３１
日

（土
）
の
間
に
日
本

山
岳
会
々
室
で
引
取
り

ｃ
．
宅
急
便
で
輸
送
希
望

（八
月
末
発
送
）

こ
の
申
込
書
は
三
枚
作
成
し
、
二
枚
は
申
込
用
紙
と
し

て
使
用
、　
一
枚
は
必
ず
作
品
の
額
乃
至
フ
レ
ー
ム
裏
面
に

貼
布
す
る
。

一
、
宛
先
　
日
本
山
岳
会
内

「会
員
展
」
係

一
、
申
込
期
限
　
昭
和
６０
年
７
月
１５
日

（月
）

一
、
申
込
金
　
無
料
、
た
だ
し

「会
員
展
」
終
了
後
作
品

の
返
送
を
希
望
す
る
会
員
は
、
梱
包
輸
送
費
二
千
円
也

を
同
封
の
こ
と

私
は
わ
が
国
の
自
然
環
境
保
全
に
は

長
い
こ
と
心
を
く
だ
い
て
き
た
が
、　
一

九
七
〇
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
保
全
年
の
行

事
に
い
く
つ
か
出
席
し
て
、
わ
が
国
の

行
き
方
は
特
殊
な
形
の
も
の
だ
と
痛
感

し
た
。
そ
れ
は
住
民
運
動
に
し
て
も
行

政
に
し
て
も
、
公
害
と
自
然
保
護
は
ベ

つ
べ
つ
な
の
で
あ
る
が
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ

保
全
年
の
保
全
（
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

は
両
方
と
も
全
く

一
緒

な

の
で
あ

っ

た
。　
一
九
七
〇
年
の
時
に
私
が
出
た

一

つ
は
世
界
食
糧
会
議
の
環
境
問
題
パ
ネ

ル
討
論

（オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
）
で
、

私
は
五
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
、
唯

一

の
ア
ジ
ア
人
と
し
て
日
本
の
公
害
に
き

び
し
い
質
疑
と
批
判
を
あ
び
た
。
そ
の

つ
ぎ
に
出
た
の
は

「動
植
物
群
集
の
保

護
と
管
理
」
と
い
う
自
然
保
護
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ー
リ

沼
　
田

　

　

真

ツ
チ
）
で
、
こ
の
二
つ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
保
全
年
の
行
事
で
あ
っ
た
。　
一
九
七

二
年
に
は
国
連
の
人
間
環
境
会
議
が
行

な
わ
れ
た
が
、
そ
の
準
備
会
議
に
出
席

し
た
外
務
省
の
人
は
、
人
間
環
境
と
い

う
か
ら
て
っ
き
り
公
害
問
題
だ
と
思

っ

て
出
席
し
た
ら
、
自
然
環
境
、
生
態
的

開
発
、
資
源
管
理
、
環
境
教
育
な
ど
幅

が
広
い
の
で
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た

と
い
っ
て
い
た
。

こ
の
時
の
決
議
に
よ
っ
て
、
ナ
イ
ロ

ビ
に
国
連
の
環
境
計
画
事
務
局

（
ユ
ネ

ツ
プ
）
が
で
き
、
ユ
ネ
ス
コ
の
生
態
科

学
部
で
は
「
人
間
と
生
物
圏
」
（Ｍ
Ａ
Ｂ
）

計
画
の
調
査
研
究
を
は
じ
め
た
。
そ
の

第
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「山
地
お
よ
び

ツ
ン
ド
ラ
生
態
系
に
対
す
る
人
間
活
動

の
影
響
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
関

す
る
地
域
集
会
が
三
回
行

な

わ
れ

た
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べ
く

一
点
と
し
、
大
き
さ
は
２０
号

以
内
。
写
真
は
一
人

一
点
限
り
、

大
き
さ
は
半
切
、
フ
レ
ー
ム
入
と

す
る
。

一
、
申
込
は
必
ず

一
点
毎
に
各
自
左

記
必
要
事
項
を
Ａ
４

（会
報
の
大

き
さ
）
大
の
紙
に
記
入
し
て
行
な

う
。

（申
込
書
と
す
る
）

一
、
申
込
書
の
記
入
事
項

０
題
名

（２０
字
以
内
）

２３４
六
六
五
九

(1)
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（オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
リ
レ
ハ
ン
マ
ー
、
そ
し

て
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
）。

私

は

そ
の
い
ず
れ
に
も
出
席
し
た
が
、
そ
の

一
九
七
五
年
の
カ
ト
マ
ン
ズ
集
会
の
時

に
、
山
岳
地
域
の
保
全
と
開
発
の
研
究

や
研
修
を
行
な
う
国
際
的
セ
ン
タ
ー
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
決
議
し
て
ユ
ネ
ス

コ
に
要
望
し
た
。
現
在
王
立
科
学
技
術

ア
カ
デ
ミ
ー
の
責
任
者
で
あ
る
ラ
ト
ナ

ニ
フ
ナ
氏
が
当
時

マ
ブ
計
画
の
委
員
長

で
、
以
後
八
年
間
諸
種
の
準
備
が
す
す

め
ら
れ
た
結
果
、　
一
九
八
三
年
マ
ブ
計

画
十
周
年
の

「生
態
学
を
現
場
で
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
の
記
念
集
会

が
行
な
わ
れ
た
時
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

設
置
の
た
め
の
調
印
が
パ
リ
で
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
が
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ

（イ
シ

モ
ド
、
国
際
山
岳
総
合
開

発

セ

ン
タ

ー
）
で
あ
る
。
昨
年
開
所
式
が
行
な
わ

れ
、
所
長
の
コ
リ
ン
・
ロ
ツ
サ
ー
博
士

（人
類
学
者
）
が
着
任
し
た
。

一
九
七
五
年
の
地
域
集
会
は

「南
ア

ジ
ア
の
山
岳
、
と
く
に
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ツ

シ
ュ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
総
合
的
生

態
学
的
研
究
と
研
修
の
必
要
性
」
と
題

さ
れ
た
画
期
的
な
集
会
で
あ
っ
た
。
会

議
の
主
目
的
と
し
て
は
、

一
、
生
態
学
的
に
健
全
な
地
域
開
発

に
対
す
る
大
き
な
障
害
は
何
か
、

二
、
生
態
学
的
総
合
研
究
の
あ
り
方

と
重
要
性
、

三
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
に
お
け
る
右
の

よ
う
な
問
題
に
関
す
る
研
修

の
必
要

性
、四

、
資
料
の
集
積
や
情
報
の
流
れ
を

い
か
に
し
て
作
る
か
、

と
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

会
議
の
あ
と
、
重
要
な
研
究
領
域
と
し

て
勧
告
さ
れ
た
の
は
、

一
、
山
地
の
大
規
模
な
土
壌
侵
食
と

地
す
べ
り
に
対
す
る
対
策
、

二
、
山
地
で
の
人
口
圧
と
人
口
移
動

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、

三
、
動
植
物
相
の
変
化
を
追
跡
す
る

こ

と

、
四
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
調
査
、

五
、
各
地
で
の
過
密
と
労
働
要
求
と

関
連
し
た
人
口
再
配
置
計
画
の
す
す
め

方
、と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

イ
シ
モ
ド
で
今
後
調
査
研
究
を
す
す
め

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

私
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
の
原
始
的
自
然

に
も
ち
ろ
ん
大
き
な
魅
力
と
関
心
を
抱

い
て
い
る
が
、
同
時
に
人
間
活
動
の
影

響
で
山
岳
の
自
然
が
ど
の
よ
う
に
変
貌

す
る
か
と
い
う
マ
ブ
的
観
点
に
最
大
の

関
心
を
も
ち
、
千
葉
大
学
の
第

一
回
学

術
調
査
登
山
隊

（
一
九
六
三
年
）
い
ら

い
、
森
林

（極
相
林
、
二
次
林
）
を
は

じ
め
と
し
て
、
と
く
に
放
牧
地
、
耕
地

雑
草
な
ど
に
力
点
を
お
い
て
調
査
を
し

て
き
た
。
わ
が
国
で
の
長
年
の
草
地
調

査
で
案
出
し
た
草
地
の
状
態
診
断
の
方

法
を
適
用
し
て
み
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
の

殆
ど
の
草
地
が
ひ
ど
い
過
放
牧
に
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
稲

作
限
界
よ
り
上
で
は
第

一
次
産
業
と
し

て
の
牧
畜
の
重
要
性
が
非
常
に
大
き
く

な
る
が
、
今
後
と
も
草
地
の
状
態
の
的

確
な
診
断
と
草
地
改
良
の
対
策
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
九
六
三
年
の
学
術
調
査
の
あ
と
、

私
は
国
立
公
園
や
自
然
保
護
地
域
の
設

定
の
必
要
性
に
つ
い
て
政
府

へ
の
報
告

書
を
か
い
た
。
当
時
は
そ
れ
ら
の
体
制

が
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
私

の
意
見
は
、
そ
の
後

一
九
六
六
年
日
本

で
開
か
れ
た
第
十

一
回
太
平
洋
学
術
会

議
に
さ
い
し
て
、
私
は

「高
山
帯
お
よ

び
亜
高
山
帯
に
お
け
る
自
然
保
護
」
と

い
う
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し
た

時
、
論
文
と
し
て
提
出
し
た
。
私
の
意

見
も
多
少
の
効
果
は
あ

っ
た
と
思

う

が
、
そ
の
後
国
立
公
園
野
生
生
物
事
務

所
が
開
設
さ
れ
、
今
や

一
つ
の
局
に
昇

格
し
て
、
国
立
公
園
自
然
保
護
行
政
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
。
こ
の
五
月
に
も
こ
れ
ら
に
関
連
し

た
国
際
集
会
が
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
王
自

然
保
護
財
団
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
。わ

れ
わ
れ
は
当
初
か
ら

一
貫
し
て
ヒ

マ
ラ
ヤ
地
域
の
登
山
と
学
術
調
査
を
並

行
さ
せ
て
き
た
。
登
山
隊
員
に
も
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
観
点
か
ら
の
調
査
を
義
務

づ
け
て
き
た
が
、
こ
の
伝
統
は
今
後
も

持
続
さ
せ
た
い
も
の
と
思

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
報
告
書
は
日
本
山
岳
会
の
図

書
室
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
今
ま
で

左
記
の
よ
う
な
も
の
を
刊
行
し
た
。

沼
田
真
編

（
一
九
六
五
、　
一
九
七
一
、　
一

九
七
七
、　
一
九
八
一
）
東
ネ
パ
ー
ル
ヌ

ン
ブ
ー
ル
峯
、
マ
カ
ル
Ｉ
Ⅱ
峯
、
バ
ル

ン
ツ
エ
地
域
の
報
告
書

中
馬
敏
隆
編

（
一
九
六
八
）
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
ミ
ル
サ
ミ
ー
ル
峯
地
域
の
報
告

ピ

ッ

ケ

ル

雑

記

Ｊ
Ｏ
Ｓ

・
ウ
イ
リ
ッ
シ

ユ
は
酒
呑
み

だ
と
い
う
浦
松
さ
ん
の
一
語
が
、
日
本

に
お
け
る
彼
の
評
価
を
堕
し
た
。　
一
度

の
約
束
の
違
背
が
こ
の
よ
う
に
伝
統
的

に
信
じ
ら
れ
る
の
も
珍
し
い
。
呑
ん
兵

衛
だ
か
ら
駄
作
も
あ
ろ
う
が
滅
法
な
逸

物
も
あ
る
と
い
う
評
価
も
、
こ
の
酒
呑

論
の
敷
術
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
初
代
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
を
何
本
か

並
べ
て
み
る
と
、
共
通
点
の
い
く
つ
か

を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
、　
ヘ
ツ
ド
の
長

短
に
関
わ
ら
ず
ブ
レ
ー
ド
と
そ
の
幅
お

よ
び
フ
イ
ン
ガ
ー
の
長
さ
が
ほ
ぼ

一
定

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
註
文
者
の
希

望
に
よ
っ
て
ヘ
ッ
ド
の
長
さ
は
き
ま
る

が
、
ブ
レ
ー
ド
と
フ
イ
ン
ガ
ー
の
寸
法

書
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沼
田
真
編

（
一
九
八
四
）

「生
態
調
査
の

す
す
め
―
―

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
人
々
の
生
活

と
自
然
」
古
今
書
院

平

柳

　

一　

郎

は
固
定
的
な
の
で
、
ピ
ッ
ク
の
長
さ
の

調
整
だ
け
で
コ
ト
は
す
む
。
つ
ま
り
、

作
り
や
す
く
経
済
的
な
の
だ
。
し
た
が

っ
て
ピ
ツ
ク
の
型
状
は
直
線
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
エ
ン
ク
や
ベ
ン
ト

の
曲
線
的
型
状
で
あ
る
と
、
ピ
ツ
ク
の

先
端
だ
け
の
調
節
だ
け
で
は
姿
に
破
綻

を
ま
ね
く
。

ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
の
豪
放
に
み
え
る
直

線
の
姿
は
、
実
は
彼
の
計
算
さ
れ
た
経

済
的
要
請
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
く
る
。
彼
は
醒
め
た
酒

呑

み

で
、
酒
代
の
た
め
に
効
率
的
に
鍛
え
た

の
だ
ろ
う
か
、
東
洋
の
若
い
登
山
家
に

対
し
て
註
文
を
忘
れ
た
ふ
り
を
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

一
、
作
品
の
売
買
　
当
委
員
会
は
タ
ッ
チ
し
な
い
。
購
入
　
　
し
て
下
さ
い
。
ま
た
出
品
点
数
が
過
大

と
な
っ
た
場

希
望
者
は
直
接
作
者
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
合
、
当
委
員
会
で
選
択
さ
せ
て
頂
く
こ
とヽ
も
あ
り
ま
す

◎
出
品
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

（会
員
展
準
備
委
員
会
）

一
、
搬
入
場
所
　
日
本
山
岳
会
会
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

「
訂
正

前
号
八
十
周
年
記
念
行
事
の
お
知
ら
せ
三
段
日
は
コ

一
、
搬
入
期
間
　
昭
和
６０
年
８
月
１
日

（木
）
１
８
月
１〇
　
　
一
「日
本
山
岳
絵
画
展
は
日
本
橋
三
越
本
店
で
■
月
１９
日
１
２４
一

日

土́

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
、
後
援
朝
日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
企

一

搬
入
搬
出
と
も
で
き
る
だ
け
輸
送
で
な
く
持
込
み
に
　

Ｆ
画
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
は
７
月
１
日
２０
時
か
ら
で
す
。　
　
　
」

十
周
年
記
念
展
覧
会
´

(2)
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彼
の
思
索
が
家
康
の
よ
う
に
思
え
る

こ
と
が
あ
る
。
二
代
の
Ｏ
ｏギ

は
ウ
ィ

リ
ッ
シ
ュ
作
を
不
動
の
も

の
に

し
た

し
、
三
、
四
代
は
今
な
お
盛
ん
に
鍛
え

て
名
声
を
保

っ
て
い
る
。

シ
エ
ン
ク
の
後
裔
は
、
グ
リ
ン
デ
ル

ワ
ル
ト
で
土
産
物
屋
の
安
逸
に
満
足
し

て
い
る
し
、
レ
ツ
チ
エ
ン
タ
ー
ル
の
ヘ

ス
ラ
ー
や
、
ツ
ヴ
ァ
イ
リ
ュ
ッ
チ
ネ
ン

の
エ
ル
ク
の
消
息
は
杏
と
し
て
き
か
れ

な
い
。

ル
ー
ム
に
浦
松
さ
ん
遺
愛
の

＞
Ｆ
『

・
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

「た
っ
た

一
人
の

山
」
に
で
て
く
る
ベ
ン
ト
で
、
著
書
で

は
イ
ン
チ
の
表
示
だ
が
セ
ン
チ
に
換
算

す
る
と
こ
の
作
に
寸
分
の
相
違

も

な

い
。
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
の
代
り
に
ベ
ン
ト

に
こ
れ
を
鍛
え
さ
せ
た
と
い
う
が
、
ま

さ
に
酒
杯
を
片
手
に
讃
美
し
た
い
逸
物

で
あ
る
。

こ
の
初
代
ベ
ン
ト
は
、　
一
八
七
六
年

か
ら
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
始
め
た
。
マ
ツ

タ
ー
ホ
ル
ン
登
頂
後
十

一
年
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
少
々
早
き
に
す

ぎ
る
。
二
代
ベ
ン
ト
が

一
九
〇
九
年
生

れ
で
七
五
年
の
年
齢
を
重

ね

て

い
る

が
、　
一
八
七
六
年
は
初
代
の
誕
生
年
で

は
な
か
っ
た
か
。

戦
後
二
代
ベ
ン
ト
は

＞
ｒ
”
”
銘
で

鍛
え
て
い
た
が
、
現
在
は
ウ
ィ
リ
ッ
シ

ュ
同
様
三
代
に
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
二
、
三
代
合
作
は

「ω
目
Ｕ
Ｚ
∪
」
の

銘
で
昭
和
三
十
年
中
頃
か
ら
作
ら
れ
、

フ
イ
ン
ガ
ー
は
何
故
か
ヘ
ツ
ド
に
溶
接

さ
れ
て
い
る
。

私
は
長
い
問

”
”
Ｈ↓
Ｎ
を
た
ず
ね
て

き
た
。
「
”
Ｈ↓
めい
国

の
こ
と

で
は
な

い
。高
野
鷹
蔵
、
西
岡

一
雄
両
氏
だ
け
が

こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
ふ
れ
て
い
る
。
明
治

四
十
三
年
、
加
賀
正
太
郎
が
ス
イ
ス
か

ら
持
ち
帰

っ
た
ピ
ッ
ケ
ル
が
可
”
Ｈ↓
Ｎ
・

「〇
同
”
の
で
、
＞
こ
〇
閣
”
の
は
二
代
に

あ
た
る
。

ウ
イ
ン
パ
ー
時
代
の
所
謂

「氷
斧
」

の
よ
う
な
も
の
か
ら
語
感
的
に

「ピ
ツ

ケ
ル
」
に
変
移
し
た
作
品
が
こ
の
フ
リ

ッ
ツ
で
あ
り
、
し
か
も
近
代
的
在
銘
の

噴
矢
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

か
つ
て
大
正
三
年
の
、
河
童
橋
で
撮

つ
た
ウ
エ
ス
ト
ン
の
写
真
の
ピ
ッ
ケ
ル

に
つ
い
て
論
争
が
あ
っ
た
が
、
掌
に
小

さ
す
ぎ
る
そ
の
作
品
は
、
初
代
フ
リ
ッ

ツ
・
エ
ル
ク
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
前
述
名
匠
達
の
活
躍
は
、
二
代
Ａ

・
エ
ル
ク
の
時
代
で
三
十
セ
ン
チ
以
上

の
作
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

門
田
の
ピ
ツ
ケ
ル
は
山
内
に
較
べ
て

姿
の
変
化
が
砂
い
と
い
わ
れ

て

い
る

が
、
作
品
を
並
べ
て
み
る
と
苦
悩
の
色

が
ま
ざ
ま
ざ
と
み
え
る
。
各
時
代
の
考

証
も
山
内
に
較
べ
番
号

・
年
紀
も
な
く

模
糊
と
し
て
い
る
が
、
両
者
と
も
戦
前

の
作
に
変
化
が
著
し
い
し
、
互
い
に
相

手
の
作
品
を
観
察
し
て
い
る
ふ
し
が
あ

る
。門

田
真
馬
が
昭
和
十
年
頃
、
前
述
浦

松
氏
の
ベ
ン
ト
に
酷
似
し
た
豪
放
な
扇

型

（刃
部
直
線
）
を
作

っ
た
。
山
内
の

琴
柱
型
の
優
美
さ
を
力
で
圧
す
る
感
が

あ
る
。
山
内
は
こ
の
門
田
作
を
み
て
い

て

＞
ｒ
”
”
ｕ
∪

（初
代
ベ
ン
ト
初
期
作

の
曲
線
美
）
を
研
究
し
た
よ
う
だ
。
あ

す

べ

て

わ

が

山

頂

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
が
、
十
二
峰
日
の
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
に
登

っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
観
光
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
月
十
五
日
、

メ
ス
ナ
ー
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰

（八

一
六
七
房
）
を
北
東

稜
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
、
地
上
十
四
の
八
千
研
峰
の
う
ち
、

登

っ
て
い
な
い
の
は
ロ
ー
ツ
ェ

（八
五

一
六
厨
）
と
マ
カ

ル
ー

（八
四
六
三
房
）
の
二
峰
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

四
月
二
十
四
日
に
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰

（八
〇
九

一

房
）
を
北
西
壁
か
ら
登
っ
た
ば
か
り
で
、
わ
ず
か
三
週
間

お
い
た
だ
け
の
八
千
口川峰
連
続
登
頂
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
六
月
二
十
七
日
、
弟
の
ギ

ュ
ン
タ
ー
と
ナ

ン
が
バ
ル
バ
ッ
ト

（八

一
二
五
房
）
に
登
っ
た
の
が
、
メ

ス
ナ
ー
の
最
初
の
八
千
房
峰
登
頂
で
あ
る
。

以
後
七
二
年
四
月
に
マ
ナ
ス
ル

（八

一
五
六
肝
）
を
、

七
五
年
八
月
に
は
ペ
ー
タ
ｌ

ｏ
ハ
ー
ベ
ラ
ー
と
二
人
で
ガ

ツ
シ
ャ
ブ
ル
ム
ー
峰

（八
〇
六
八
研
）
を
い
わ
ゆ
る
ア
ル

パ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
登
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
史
の
一
ペ

ー
ジ
を
開
い
た
。

以
後
の
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
と
り
わ
け
七
八
年

の
エ
ベ
レ
ス
ト

（八
八
四
八
肝
）
初
の
無
酸
素
登
頂
、
七

八
年
の
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト

（
三
度
目
の
登
頂
）
と
八

〇
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

（北
面
か
ら
で
、
エ
ベ
レ
ス
ト
二

度
目
の
登
頂
）
で
の
パ
ー
フ
エ
ク
ト
に
近
い
単
独
行

（ベ

ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に
人
は
い
た
が
）
は
、
世
界
の
登
山
界
に

大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。

い
ま
四
十

一
歳
と
な
っ
た
メ
ス
ナ

ー
は
、
八
五
―
八
六
年
冬
期
に
マ
カ

ル
ー
、
八
六
年
に
ロ
ー
ツ
ェ
を
登
る

計
画
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
十
四
座

登
頂
も
大
げ
さ
な
言
い
方
を
す
れ
ば

″秒
読
み
〃
に
は
い

っ
た
感
じ
で
あ
る
。

メ
ス
ナ
ー
自
身
は
、
自
分
は
八
千
房
の
ピ
ー
ク
・
ハ
ン

タ
ー
で
は
な
い
、
と
言
い
続
け
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、

彼
は
記
録
を
書
き
か
え
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
に
登
る
か
そ
の
過
程
が
大
事
な
の
だ
、
と
繰
り
返
し
強

調
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

し
か
し
、
本
音
は
全
山
登
頂
だ
ろ
う
。
複
数
の
八
千
房

峰
の
ピ
ー
ク
に
立
つ
こ
と
だ
け
で
も
簡
単
で
は
な

い
の

に
、
地
球
上
に
十
四
し
か
な
い
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
の
全
て
に

登
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。
エ
ベ

レ
ス
ト
を
四
回
も
登

つ
た
男
が
い
る
時
代
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
そ
う
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
り
を
や
る
人
は
出
て
く
る

だ
ろ
う
が
、
メ
ス
ナ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
困
難
な

登
攀
に
挑
戦
し
て
い
る
。
簡
単
に
追
随
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

残
さ
れ
た
二
つ
の
う
ち
、　
ロ
ー
ツ
エ
に
初
め
て
挑
戦
し

た
の
は
七
五
年
春
で
、
リ
カ
ル
ド

ｏ
カ
シ
ン
率
い
る
イ
タ

リ
ア
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
、
悪
天
候
と
雪
崩
で
敗

退
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
隊
の
下
山
が
ち
ょ
う
ど
同
行
取
材
し
た
日
本

女
子
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
下
山
と
同
じ
時
期
だ
っ
た
の

で
、
私
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
メ
ス
ナ
ー
と
話
を
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。

い
ま
思
え
ば
、
例
の
ガ
ツ
シ
ャ
ブ
ル
ム
に
行
く
前
で
、

三
十

一
歳
の
メ
ス
ナ
ー
は
現
在
ほ
ど
か
っ
こ
い
い
存
在
で

は
な
か
っ
た
。
す
で
に
そ
の
力
量
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た

が
、
八
千
房
峰
も
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ツ
ト
と

マ
ナ

ス
ル

（七
二
年
）
の
二
つ
を
登
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
単
独

と
か
、
二
人
パ
ー
テ
イ
と
か
で
は
な
く
、
普
通
の
登
山
隊

幽

ふ
Ｔ
ｔ」ん
υκ
デ
ミ
ほ
汚
ち
”檸
′
ノ

(3)
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る
日
、
忽
然
と
琴
柱
型
か
ら
扇
型
に
変

り
、
そ
の
優
美
さ
に
豪
快
さ
が
加
わ
っ

て
七
百
番
代
の
傑
作
を
生
む
こ
と
に
な

る
。
こ
の
間
二
年
の
歳
月
を
要
し
た
。

そ
の
後
門
田
は
、
ブ
レ
ー
ド
の
側
肉
を

落
し
て
両
者
の
姿
は
近
づ
く
け
れ
ど
、

信
念
の
確
執
は
寡
作
と
多
作
と
に
分
か

れ
た
。

シ
エ
ン
ク
と
ベ
ン
ト
を
祖
と
す
る
山

内
と
門
田
は
、
フ
リ
ッ
ツ
か
ら
み
れ
ば

孫
に
あ
た
る
が
、
両
者
は
日
本
の
近
代

登
山
に
質
と
量
と
で
貢
献
し
た
と
い
え

る
。過

日
、
「山
岳
博
物
館
を
考
え
る
会
」

に
出
席
し
て
、
佐
々
会
長
撮
影
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
山
岳
博
物
館
の
ス
ラ
イ
ド
を

み
た
。
登
山
の
裏
面
史
の
物
証
と
し
て

時
代
順
に
配
列
さ
れ
た
大
量
の
氷
斧
や

ス
キ
ー
や
ザ
イ
ル
の
類
が
誇
ら
し
げ
に

自
己
を
主
張
し
、
己
の
時
代
を
謳

つ
て

い
る
。
日
本
で
は
新
し
す
ぎ
る
こ
と
が

多
す
ぎ
て
、
道
具
類
の
散
逸
を
防
ぐ
に

は
も
は
や
遅
き
に
す
ぎ
る
よ
う
だ
。

（
こ
の
原
稿
は
昨
年
、　
三
水
会
で
平

柳
氏
が
話
さ
れ
た

「ピ
ッ
ケ
ル
談
義
」

を
、
別
の
角
度
か
ら
書
き
改
め
て
も
ら

っ
た
も
の
で
す
。
編
集
）。

エ
ル
ク
の
ピ
ッ
ケ
ル

借
用
の
お
願
い

Ｊ
Ａ
Ｃ
八
十
周
年
記
念
の
展
示

会
に
エ
ル
ク

（＞
・
「〇
同
”
の
）
の

ピ
ッ
ケ
ル
が
必
要
で
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
な
か
で
愛
蔵
さ
れ
て
い

る
方
か
所
持
者
を
ご
存

じ

の
方

は
、
記
念
準
備
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
展
示
品
と
し
て
拝
借

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（記
念
準
備
委
員
会

平
柳
　
一
郎
）

‥
…
…
…
…
‥
…
‥
…
…
…
…
お
願
い

大

へ
ん
便
利
な
本
が
出
来
た
も
の
で

あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
に
つ
い
て
何
か
知
り

ネ
パ
ー
ル
研
究
ガ
イ
ド

ー
ー
解
説
と
文
献
目
録
―

川
喜
田
二
郎
監
修

日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
編

た
け
れ
ば
、
先
ず
本
書
を
尋
ね
て
見
る

と
よ
い
。
立
ち
所
に
適
切
な
情
報
源
が

手
中
に
在
る
。

例
え
ば
ネ
パ
ー
ル
の
歴
史
に
つ
い
て

な
ら
ば
、
総
説

・
川
喜
田

二
郎

氏

の

「ネ
パ
ー
ル
の
歴
史
、
社
会
、
経
済
」

を
読
み
、
次
い
で
、
日
録
の

「歴
史
」

の
所
を
探
れ
ば
、
ど
ん
な
文
献
に
当
れ

ば
よ
い
か
が
判
り
、
更
に
、
巻
尾
の
年

一

表
が
こ
れ
を
補

っ
て
く
れ
る
。　
　
　
　
一

他
に
、
民
族

・
文
化
―
そ
の
多
様
性

一

と
類
似
性

（石
井
博
）、
医
療

・
教
育

　
一

教
育
ヽ
人
間
ヽ
医
業
、
二
十
年
の
変
化

（岩
村
昇

・
史
子
）、
自
然
　
ネ
パ
ー
ル

|‖ ‖‖|‖ ‖‖‖|‖ ‖‖‖|

の
自
然
と
自
然
保
護

（沼
田
真
）、　
登

山
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
歴
史

（薬
師
義

美
）、　
ネ
パ
ー
ル
案
内
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
り
と
地
図

（五
百
沢
智
也
）
等
に

就
い
て
、
そ
の
人
あ
り
と
知
ら
れ
た
執

筆
者
た
ち
の
要
を
得
た
解
説
が
あ
る
。

本
書
の
主
部
を
な
す

「目
録
」
は
三

二
七
頁
に
わ
た
り
、
二
九
二
九
に
及
ぶ

文
献
が
挙
げ
ら
れ
、
よ
く
こ
れ
だ
け
方

々
か
ら
拾
い
上
げ
た
も
の
だ
と
感
心
す

る
。
こ
れ
ら
は
、
大
小
の
項
目
に
細
か

く
分
類
さ
れ
て
い
て
探
し
易
い
。
中
で

も

「登
山
」
と

「探
検
」、
「紀
行
」
の

部
は
そ
の
半
ば
近
く
を
占
め
、
山
地
別

に
配
列
し
て
あ

っ
て
、
検
索
が
容
易
で

あ
る
。
巻
末
に
は
上
記
の

「年
表
」
の

他
著
者
名
索
引

・
雑
誌

一
覧
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。
後
者
は
、
文
献
が
単
行
本

の
み
で
な
く
、
多
く
の
雑
誌
か
ら
も
引

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
が
ど
こ

で
発
行
さ
れ
て
い
る
か
が
判
る
。
項
目

別
の
索
引
は
無
い
。
こ
れ
は
前
記
の
よ

う
に
、
文
献
表
そ
の
も
の
が
細
か
く
事

項
別
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
、
本
書
の

特
徴
の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
。

細
か
い
心
配
り
は
方
々
に
見
ら
れ
、

例
え
ば
、
著
者
名
索
引
に
あ
る
番
号
は

文
献
表
頁
下
隅
の
番
号
と
対
応
さ
せ
て

あ
り
、
引
き
易
い
し
、
文
献
表
に
は
簡

単
な
コ
メ
ン
ト
や
主
項
目
が
掲
げ
て
あ

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
年
表
の
日
ネ

関
係
も
要
を
得
て
い
る
。
特
に
、
文
献

欄
と
番
号
で
対
応
さ
せ
て
い
る
点
は
よ

い
試
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
言
わ
ば
ネ
パ

ー
ル
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
も
見

倣
し
得
、
こ
れ
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
化

さ
れ
る
日
も
遠
く
な
い
こ
と
を
感

ず

る
。
書
誌
学
的
に
見
て
も
吟
味
に
充
分

堪
え
得
る
も
の
で
、
そ
の
衝
に
当
ら
れ

た
方
々
の
労
を
多
と
し
た
い
。

本
書
は
ネ
パ
ー
ル
協
会
の
二
十
周
年

を
記
念
し
て
出
版

さ

れ

た
。
か
つ
て

（
一
九
六
七
年
）
日
高
信
六
郎
会
長
時

代
に
出
さ
れ
た

「ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ

探
検
記
録
」
に
、
そ
の
後
著
し
く
殖
え

た
資
料
を
加
え
て
、
新
し
い
姿
と
し
た

一

も
の
で
あ
る
。
国
内
文
献
だ
け
で
あ
る

一

が
、
そ
の
数
の
彩
し
い
こ
と
に
日
本
人

一

の
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
心
入
れ

を
知

ら
さ

一

れ
、
感
嘆
す
る
。
こ
れ
ら
を
上
台
と
し

一

て
、
よ
り
高
い
本
格
的
な
ネ
パ
ー
ル
研

一

究
が
進
展
す
る
こ
と
を
望
む
の
は
筆
者

だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

た
だ
、
望
蜀
の
感
に
堪
え
ぬ
の
は
、

こ
れ
だ
け
の
本
に
、
付
図
が
あ
ま
り
に

も
簡
単
す
ぎ
、
折
角
の
描
図
者
、
五
百
沢

氏
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
概
念
図
と
は
言
い
な
が
ら
、

せ
め
て
平
地
、
山
地
の
別
、
山
脈
と
そ

の
名
称
ぐ
ら
い
は
同
縮
尺
の
中
に
盛
り

得
た
筈
な
の
に
と
惜
し
ま
れ
る
。

一
九
八
四
年
十

一
月
刊
　
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
発
行
　
Ｂ
５
版
　
四
六
八

ペ
ー
ジ
　
紀
伊
国
屋
書
店
発
売
　
定

価
九
八
〇
〇
円

　

（佐
々
保
雄
）

(4)
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（ち
ぐ
静
少
年
図
書
館
　
”
）

カ

ン
テ
ラ
日
記

―
富
士
山
測
侯
所

の
五
〇
年
―

中

島

　
博
著

登
山
の
対
象
と
し
て
、
山
は
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
、
色
々
と
面
倒
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
う
し
た
問
題

点
は
、
高
所
に
永
く
滞
在
す
る
ほ
ど
、

激
し
い
形
で
現
れ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
見
る
と
、
長

期
間
繰
返
し
山
頂
測
候
所
に
勤
務
し
た

人
た
ち
の
メ
モ
は
、
貴
重
な
資
料
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
山
者
は
短

期
間
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
自
分
は
高

所
登
山
に
強
い
筈
だ
と
、
自
信
を
持
ち

や
す
い
が
、
富
士
山
測
候
所
に
関
係
し

て
、
長
い
高
所
経
験
を
繰
返
し
た
人
た

ち
が
、
意
外
に
脆
く
遭
難
し
た
り
、
激

し
い
障
害
を
受
け
た
例
を
読
め
ば
、
決

し
て
油
断
は
で
き
な
い
。

富
士
の
積
雪
期
登
山
に
関
す
る
問
題

点
と
し
て
は
、
長
期
間
の
経
験
に
基
づ

い
の
で
、
そ
の
内
容
は
わ

か
ら

な

い
。
日
本
に
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら

山
頂
を
神
と
み
る
信
仰
が
あ
り
、
江

戸
時
代
に
密
教
と
か
ら
ん
で
宗
教
的

な
登
山
が
始
ま
る
。
明
治
時
代
に
な

る
と
国
土
の
地
図
作
製
の
た
め
の
探

検
的
な
登
山
が
行
な
わ
れ
た
筈
で
あ

る
。
山
を
研
究
の
対
象
に
し
た
登
山

か
ら
、
山
登
り
そ
の
も
の
を
目
的
と

す
る
登
山
が
そ
れ
に
続
く
。
だ
か
ら

一
口
に
登
山
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容

は
甚
だ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ

れ
を

一
つ
の
日
本
登
山
史
に
ま
と
め

る
こ
と
が
山
崎
君
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
で
あ

っ
た
。

私
に
は
何
回
か
の
憶

い
出
が

あ

る
。古
書
展
の
会
場
で
、誰
も
見
向
き

も
し
な
い
埃
を
か
ぶ
っ
た
文
献
を
見

つ
け
、
こ
ん
な
の
が
あ

っ
た
と
い
っ

て
示
し
た
満
足
げ
な
表
情
は
、
も
う

山
登
り
は
で
き
な
く
な
っ
た
身
で
、

初
登
頂
に
も
似
た
喜
び
を
感
じ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
新
し
く
見
出
し
た

厖
大
な
資
料
を
基
に
し
た

「
日
本
登

山
史
」
が
あ
と
僅
か
で
未
完
に
終

っ

た
の
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

追
悼

最
後
に

一
緒
に
飲
ん
だ
の
は
二
月

一
日
、
鈴
木
正
俊
君
の
新
し
い
ア
ト

リ
エ
で
あ
っ
た
。
日
本
登
山
史
の
ま

と
め
に
忙
し
か
っ
た
こ
と
に
触
れ
た

以
外
に
は
別
に
記
憶
に
残
る
よ
う
な

こ
と
も
な
か
っ
た
ほ
ど
、
普
段
と
変

っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

学
生
時
代
は
極
め
て
尖
鋭
的
な
ク

ラ
イ
マ
ー
で
あ
っ
た
。
軍
隊
生
活
は

彼
の
健
康
を
奪
い
、
戦
後
は
ま
と
も
な

山
登
り
は
で
き
な
い
身
体
に
な
っ
て
い

た
。
い
き
お
い

「書
斉
の
岳
人
」
に
な

る
わ
け
だ
が
、
元
々
江
戸
ッ
子
的
な
や

せ
我
慢
も
身
に
つ
い
て
い
て
養
生
な
ぞ

は
縁
が
遠
か
っ
た
。
陸
軍
病
院
を
細
い

体
で
出
て
き
て
か
ら

一
時
は
別
人
の
よ

う
に
太

っ
た
。
酒
を
あ
お
る
ほ
ど
飲
ん

だ
り
、
禁
酒
の
時
代
も
あ
っ
た
。
最
近

は
痛
風
な
ど
と
い
う
帝
王

病
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
少

々
は
飲
み
出
し
て
い
た
。

私
は
二
月
八
日
に
彼
が

ま
た
入
院
し
て
い
る
こ
と

を
知

っ
た
。
そ
の
翌
日
病

床
を
見
舞

っ
た
と
き
、
あ

ま
り
の
衰
弱
ぶ
り
に
驚
い

た
。九

〇
〇
枚
書
き
続
け
た

と
い
う

「
日
本
登
山
史
」

の
原
稿
を
ま
だ
見
て
い
な

山

崎

安

治

君

を

悼

む
関
　
根

士
口　
郎

い
た
教
訓
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
一
九
五
頁
）。
冬
富
士
を
目
指
す
人
た

ち
は
、
じ
っ
く
り
と
読
み
、
か
つ
考
え

て
頂
き
た
い
。

本
書
は
少
年
図
書
館
と
い
う
叢
書
に

納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
成
人
に

と
っ
て
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
著
書
と

い
え
よ
う
。

富
士
山
で
働
い
て
き
た
人
達
が
、
高

所
経
験
が
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高

度
障
害
に
苦
し
ん
だ
り
、
あ
ま
つ
さ
え

職
に
殉
じ
た
人
た
ち
の
例
、
こ
う
し
た

こ
と
は
一
般
の
登
山
者
に
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
近
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高

所
で
、
強
い
と
定
評
の
あ
っ
た
ク
ラ
イ

マ
ー
が
脆
く
も
倒
れ
た
例
な
ど
と
比
較

し
て
、
私
た
ち
は
ま
だ
高
所
障
害
の
本

当
の
姿
を
知

っ
て
い
な
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
。

以
上
は
、
主
と
し
て
高
所
登
山
の
面

か
ら
見
た
場
合
の
本
書
の
紹
介
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
内
容
は
本
書
の
一
部
を

占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
面
に

つ
い
て
は
、
富
士
山
頂
で
の
気
象
観
測

の
概
観
に
始
ま
り
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
機
や
米

軍
機
の
墜
落

（前
者
で
は
全
員
死
亡
、

後
者
で
は
な
ん
と
乗
員
二
名
と
も
山
頂

測
候
所
に
自
力
で
辿
り
つ
い
た
）、　
真

夏
に
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
登
山

者
の
凍
死
、
永
久
凍
土
層
の
存
在
、
山

頂
で
感
じ
る
地
震
の
様
子
、
測
候
所
を

訪
れ
る
カ
モ
シ
カ
、
狐
、
鳥
、
そ
の
他

の
意
外
な
動
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
触

れ
て
あ
る
。
な
か
な
か
楽
し
い
本
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
五
年
二
月
二
十
日
　
筑
摩
書

|‖ ‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|
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房
発
行
　
二
三
八
ペ
ー
ジ
　
定
価

一
二
〇
〇
円
　
　
（金
坂

一
郎
）

大

登

会

年

誌

（
一
九
五
九
―
八
四
）

慶
応
義
塾
山
岳
部
は
昨
秋
、
創
立
七

十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

は
登
高
会
を
結
成
し
て
い
る
が
、
そ
の

な
か
で
大
正
時
代
卒
業
の
Ｏ
Ｂ
を
主
軸

と
し
た
大
登
会
と
呼
ぶ
集
ま
り
も

一
九

五
九
年
か
ら
発
足
し
た
。
九
十
歳
の
槙

さ
ん
を
先
頭
に
健
在
な
大
先
輩
た
ち
を

擁
す
る
会
で
あ
る
。
こ
の
大
登
会
も
昨

年
、
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
の
で
、
そ

れ
を
機
に
、
従
来
の
年
誌
を

一
冊
に
ま

と
め
て
会
員
に
頒
つ
こ
と
に
し
た
。

編
集
委
員
は
早
川
義
郎

（本
会
永
年

会
員
）、
青
木
孝
二
、
本
郷
常
幸
の
三
氏

で
、
と
く
に
本
郷
氏
が
毎
日
の
集
会
の

記
録
を
丹
念
に
整
理
し
た
上
、
全
巻
三

百
三
十
二
ペ
ー
ジ
に
及
び
大
変
な
分
量

を
、
す
べ
て
自
筆
で
浄
書
し
て
、
こ
の

年
誌
を
作
り
上
げ
た
努
力
に
は
敬
服
の

ほ
か
は
な
い
。

内
容
の
多
く
は
懇
親
山
行
や
集
会
の

愉
し
い
記
録
で
あ
る
が
、
古
巣
で
あ
る

山
岳
部
、
登
高
会

へ
の
変
る
こ
と
な
き

関
心
と
愛
情
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
間
に

「登
高
行
」
創
刊
五
十

周
年
を
記
念
す
る

一
九
七
〇
年
の
懇
親

会
の
記
録
な
ど
、
二
十
五
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
貴
重
な
資
料
も
見
出
さ
れ
る
し
、

佐
藤
久

一
朗
氏
に
よ
る

「
ア
イ
ガ
ー
東

山
稜
登
攀
談
」
の
よ
う
に
故
人
の
面
影

を
偲
べ
る
好
記
事
等
々
も
収
録
さ
れ
て

(5)
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い
る
。
本
会
図
書
室
で
一
覧
を
お
勧
め

す
る
。

（大
登
会
　
一
九
八
五
年
二
月

会

員

通

信

北
欧
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
と
い
う
と
日
本

の
人
は
何
を
想
像
す
る
か
？
　
ま
あ
、

私
み
た
い
に
半
分
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に

は
興
味
の
あ
る
所
で
す
が
、
こ
と
山
登

り
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
見
方
次
第

で
す
が
、
三
流
国
と
い
っ
て
い
い
で
し

よ
う
。

最
近
に
な
り
や

っ
と
、
首
都
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
に
山
道
具
、
つ
ま
り
登
攀
用

具
を
専
門
に
売
る
店
が

一
軒
開
店
し
た

の
で
す
。

そ
れ
で
も

一
九
八

一
年
に
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
の
縦
走
を
試
み
た
り
、　
一
九
八
七

年
に
は
中
国
側
か
ら
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を

狙

っ
て
い
ま
す
。
山
登
り
が
理
解
さ
れ

た
と
い
う
よ
り
、
継
子
扱
い
で
も
山
登

り
を
真
剣
に
や
ろ
う
と
す
る
人
が
出
て

き
た
と
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
と
も

か
く
山
登
り
に
興
味
を
持
つ
人
間
に
と

っ
て
は
、
さ
み
し
い
国
で
す
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て

大
沢
宣
彦

ア
ラ
ス
カ

ヘ
行
き
た
い

と
思

っ
て
い
る
方

へ

田
部
井
淳
子

今
か
ら
十
年
前
、
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本

女
子
登
山
隊
の
留
守
本
部
を
引
受
け
て

下
さ

っ
た
（元
東
京
岳
人
倶
楽
部
所
属
）

東

西

南

第

二
十
二
回

こ

　

の

　

一

本

展

（
下
）

図
書
委
員
会

藤
本
九
三

著
書

１
、
岩
登
り
術
　
大
正
１４
年
７
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
事
務
所
榎

谷
徹
蔵
発
行

ロ
ツ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
倶
楽
部
部
員
名
簿
、
芦
屋
ロ

ツ
ク
ガ
ー
デ
ン
山
路
図
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

２
、
屋
上
登
攀
者
　
昭
和
４
年
６
月
刊
　
黒
百
合
社
発
行

二
冊二

冊
共
　
献
辞
及
び
詞
と
署
名
入

３
、
雪

・
岩

・
ア
ル
プ
ス
　
昭
和
５
年
５
月
刊
　
梓
書
房

発
行

４
、
槍

・
穂
高

・
岩
登
り
　
昭
和
６
年
７
月
刊
　
木
星
社

書
院
発
行

５
、
雲
表
　
昭
和
６
年
８
月
刊
　
黒
百
合
社
発
行

６
、
雪
線
散
歩
　
昭
和
１２
年
５
月
刊
　
三
版
　
三
省
堂
発

行
詞
と
署
名
入

７
、
登
臨
行
　
昭
和
１５
年
１２
月
刊
　
相
模
書
房
発
行
　
Ｂ

．
版
三
百
部
限
定
番
号
入
　
和
歌
署
名
入

レ
Ｌ

Ｊ
４

刊
）

（島
田
　
巽
）

小
笠
原
の
り
子
さ
ん
が
ア
ラ
ス
カ
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
八
年
、
持
ち
前

の
粘
り
強
さ
を
発
揮
し
現
地
の
大
学
で

講
座
を
択
り
、
空
調

ｏ
水
道
シ
ス
テ
ム

の
製
図
士
の
資
格
を
取
得
し
な
が
ら
ア

ラ
ス
カ
ヘ
遠
征
す
る
登
山
隊
の
お
世
話

を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
ア

ラ
ス
カ
に
関
す
る
ツ
ァ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
会
社
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

既
に
三
十
五
隊
も
の
お
世
話
を
し
て

お
り
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
ツ
ァ
ー

の
手
配
、
ホ
テ
ル
、
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
、
列
車
な
ど
の
予
約
は
勿
論

の

こ

と
、
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
登
山
許
可
申
込
書
、

日
用
食
品
価
格
表
な
ど
あ
ら
ゆ
る
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
じ
た
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
収
集
し
送
付
し
て
く
れ
ま
す
。

ニ
ー
三
日
の
短
期
滞
在

の
旅

行

か

ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
旅
行
、　
ハ
ネ
ム
ー
ン

・
キ
ヤ
ン
プ
、
軽
登
山
か
ら
マ
ツ
キ
ン

リ
ー
遠
征
な
ど
、
多
方
面
に
亘
っ
て
相

談
に
応
じ
て
下
さ
い
ま
す
。

ア
ラ
ス
カ
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
お

会
員
懇
談
会
報
告

第
二
回

「箱
根
の
桜
と
鎌
倉
古
道
を
歩
く
」
会

参
加
記

斉

藤

健

治

い
で
の
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

な
さ

っ
て
下
さ
い
。
連
絡
先
は
次
の
通

り
で
す
。

「
＞
り
＞
Ｚ
Ｉ
＞
Ｆ
＞
∽
パ
＞

〇
“
巳
ｏ
ｏ
【

刀

・Ｏ
ｏ
Ｈ
①
”
Ｌ
Ｏ
●

∩
ご

口
∽
Ｃ
Ｆ
”
”
静
∽

「
・〇
・
”
Ｏ
Ｘ

Ｎ
∞
Ｎ
Ｈ

ヽ
ｒ●
Ｏ
Ｆ
Ｏ
【”
∞
①
・　
″ヽ
【”
∽ｒ
”
　
０
０
い
Ｈ
Ｏ

（０
０
ヾ
）
ω
ω
ω
ｌ
Ｎ
『
『
①

Ｚ
ｏ
ユ
Ｆ
ｏ
Ｏ
Ｏ
＞
∽
＞
ダ

＞ヽ
卿
＞

三
水
会
現
地
集
会

竹
寺
に
は
竹
の
意
思
が
あ
っ
た
。
食

も
飲
も
す
べ
て
竹
に
ま
つ
わ
る
。

恒
例
の
奥
武
蔵
竹
寺
山
行
は
、
こ
の

二
年
ほ
ど
膝
を
埋
め
る
雪
の
た
め
、
寺

側
か
ら
宿
を
謝
絶
さ
れ
て
い
た
が
、
今

年
は
足
下
に
荀
の
芽
を
感
じ
る
ほ
ど
。

山
な
み
が
寺
を
囲
続
し
、
峰
々
が
寺
の

領
域
を
示
し
て
そ
の
頂
き
に
鐘
楼
が
立

つ
。し

か
し
こ
の
山
門
も
現
世
此
岸
の
世

界
で
、
名
を
遂
げ
た
掲
額
の
お
び
た
だ

し
さ
は
竹
の
意
思
で
は
な
か
っ
た
し
、

床
を
貫
き
桧
皮
葺
の
屋
根
に
達
す
る
ふ

し
く
れ
の
竹
も
、
方
丈
の
破
屋
に
は
ふ

さ
わ
し
い
が
、
肥
え
た
竹
幹
に
こ
れ
み

よ
が
し
の
落
書
き
が
め
だ
つ
。

二
尺
の
竹
筒
の
酒
と

一
寸
の
竹
杯
。

曲
り
放
題
の
竹
枝
の
箸
に
山
里
の
料
理

は
さ
す
が
に
う
れ
し
い
。
夕
の
酒
は
朝

粥
の
膳
に
も
並
べ
ら
れ
た
。

左
に
奥
秩
父
の
ま
だ
ら
の
雪
に
遠
い

日
を
想
い
、
行
く
手
に
頂
上
を
失

っ
た

武
甲
に
駆
吐
し
て
豆
口
峠
に
着
く
。
そ

の
先
、
子
の
権
現
手
前
の
カ
ヤ
ト
の
中

で
、
Ｓ
嬢
は
チ
ロ
ル
を
眼
深
か
に
被

っ

て
青
春
を
演
じ
て
み
せ
た
。
相
役
は
赤

ベ
レ
ー
の
Ｈ
氏

「上
原
謙
か
サ
イ
タ
マ

ケ
ン
」
の
ヤ
ジ
が
と
ぶ
。

子
の
権
現
は
健
脚
の
願
い
を
か
な
え

て
く
れ
る
。
し
か
し
ふ
も
と
の
茶
み
せ

ま
で
歩
け
れ
ば
こ
と
は
す
む
。
祈
ら
な

い
人
の
多
か
っ
た
こ
と
。

茶
店
の
ビ
ー
ル
を
賞
し
て
水
を
飲
ま

な
か
っ
た
人
、
田
舎
う
ど
ん
の
貪
姿
の

た
め
に
カ
ヤ
ト
の
休
み
に
間
食
を
禁
じ

た
人
、
朝
粥
に
添
え
ら
れ
た
竹
筒
三
本

の
酒
に
山
径
を
酔
い
通

し
た
人
、
池

袋
、
新
宿
、
市
ケ
谷
を
い
く
さ
話
で
ハ

シ
ゴ
し
た
人
等
々
。

早
春
の
悪
戯
に
充
ち
た
山
行
に
み
え

る
が
、
こ
れ
は
各
人
の
心
の
中
の
青
春

で
も
あ
っ
た
。

（参
加
者
　
今
井
喜
美
子
、
坂
倉
登

喜
子
、
原
田
幹
市
、
小
野
利
次
、
高
田

真
哉
、
重
村
清
、
岩
堀
瑞
子
、
冨
田
弘

平
、
高
橋
早
苗
、
松
井
美
恵
子
、
沼
倉

寛
二
郎
、
平
柳

一
郎
他
八
名
。
―
昭
和

六
十
年
二
月
十
六
―
十
七
日
）

（平
柳

一
郎
）

(6)
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の一本展~い

８
、
藤
本
九
二
古
稀
記
念
選
集
―
垂
直
の
散
歩
　
昭
和
３３

年
６
月
刊
　
朋
文
堂
発
行
　
二
冊

二
冊
共
　
献
呈
署
名
入
及
署
名
本

９
、
垂
直
の
散
歩
　
昭
和
３３
年
６
月
刊
　
朋
文
堂
発
行

富
田
　
砕
花

著
書

１
、
登
高
行
　
大
正
１３
年
７
月
刊
　
更
生
閣
発
行
　
二
冊

２
、
手
招
く
者
　
大
正
１５
年
■
月
刊
　
同
人
社
発
行

西
岡
　

一
雄

著
書

１
、
泉
を
聴
く
　
昭
和
９
年
９
月
刊
　
朋
文
堂
発
行
　
三

冊
内

一
冊
は
大
島
堅
造
氏
宛
献
呈
本
、　
一
冊
は
詞
と
署

名
入

２
、
山
河
を
ち
こ
ち
　
昭
和
２２
年
７
月
刊
　
朋
文
堂
発
行

３
、
山
村
好
日
　
昭
和
２４
年
１
月
刊

蘭
書
房
発
行

４
、
登
山
の
小
史
と
用
具
の
変
遷
　
昭
和
３３
年
８
月
刊

朋
文
堂
発
行

水
野
祥
太
郎

著
書

１
、
岩
登
り
術
　
昭
和
８
年
９
月
刊
　
黒
百
合
社
発
行

２
、
岩
登
り
術
　
改
訂
版
　
昭
和
１４
年
６
月
刊
　
黒
百
合

社
発
行

３
、
ヒ
ト
の
足
―
こ
の
謎
に
み
ち
た
も
の
　
昭
和
５９
年
５

月
刊
　
創
元
社
発
行

三
木
　
高
苓

著
書

１
、
山
岳
征
服
　
昭
和
４
月
１。
月
刊
　
黒
百
合
社
発
行

永
楽
　
孝

一　
著
書

１
、
「山
」
そ
の
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
て
　
昭
和
５０
年
８
月

刊
　
藤
木
出
版
閉
発
行

加
納

　

一
郎

著
書

１
、
北
海
道
の
ス
キ
ー
と
山
岳
　
昭
和
２
年
■
月
刊
　
北

海
道
山
岳
会
発
行

２
、
氷
と
雪
　
昭
和
４
年
１２
月
刊
　
梓
書
房
発
行

加
藤
文
太
郎

著
書

１
、
単
獨
行
　
昭
和
ｎ
年
８
月
刊
　
加
藤
文
太
郎
遺
稿
刊

行
会
発
行

２
、
単
獨
行
　
昭
和
１６
年
８
月
刊
　
朋
文
堂
発
行

Ｒ

ｅＣ

ｅＣ

ｏ
報
告

１
、
第

一
輯
　
昭
和
２
年
１２
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
本
部
発
行

コ
ピ
ー
版

２
、
第
二
輯
　
昭
和
３
年
７
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
本
部
発
行

３
、
第
二
輯
　
昭
和
４
年
■
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
本
部
発
行

４
、
第
四
輯
　
昭
和
６
年
３
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
本
部
発
行

藤
木
九
二
署
名
本

５
、
第
五
輯
　
昭
和
７
年
１２
月
刊
　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
本
部
発
行

資

料

１
、
岳
　
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
昭
和
３
年
ｎ
月
刊
　
岳
社
発
行

２
、
山
小
屋
７
号
　
昭
和
７
年
６
月
刊
　
朋
文
堂
発
行

３
、
登
攀
　
昭
和
８
年
３
月
刊
　
第

一
神
戸
中
学
山
岳
部

発
行
　
　
　
　
　
　
　
、

４
、
群
轡
５
号
　
昭
和
１６
年
１２
月
刊
　
神
戸

一
中
山
岳
同

好
会

５
、
ケ
ル
ン
３
号
６
号
　
昭
和
３４
年
２
月

・
９
月
刊
　
朋

文
堂
発
行

６
、
藤
本
紫
蔭
　
詩
抄
―
若
き
藤
木
九
二
の
詩
か
ら
―

昭
和
５５
年
４
月
刊
　
福
地
山
淑
徳
高
等
学
校
竹
毛
文
庫

出
版
局
発
行

７
、
中
村
勝
郎
自
筆
原
稿
　
富
田
倅
花
追
悼

８
、
藤
木
九
二
氏
よ
り
の
ハ
ガ
キ

一
通

９
、
藤
本
九
二
レ
リ
ー
フ

出
品
者

（敬
称
略
、
五
十
音
順
）

岩
瀬
皓
祐
、
大
島
輝
夫
、
小
野
幸
、
川
崎
精
雄
、
島
田

巽
、
山
崎
安
治
、
会
報
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
図
書
室

の

一

総
務
委
員
会
か
ら
、
四
月
十
四
日
に

会
員
懇
談
会
の

「新
会
員
と
の
日
帰
り

ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
箱
根
で
行
な
う
旨
の

案
内
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
春
は
天
気
が
判
然
せ
ず
、
曇
り

日
と
雨
降
り
が
続
い
て
、
二
月
は
と
ぅ

と
う
何
処

へ
も
行
か
ず
じ
ま
い
だ
っ
た

の
で
、
天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
是
非
参
加

し
た
い
も
の
だ
と
思

っ
た
。

い
よ
い
よ
当
日
と
な
り
、
五
時
起
床

寝
室
の
窓
を
開
け
て
、
こ
れ

は
驚

い

た
。
素
晴
ら
し
い
天
気
だ
。

指
定
の
午
前
七
時
、
小
田
急
線
新
宿

駅
の
改
札
口
に
行
く
と
、
既
に
係
の
人

達
が
名
札
か
ら
、
今
日
の
日
程
、
参
加

者
名
簿
、
山
頂
で
唄
う
歌
ま
で
印
刷
し

て
配
布
し
て
く
れ
る
。
仲
々
の
手
際
よ

さ
だ
。

小
田
急
線
の
車
窓
に
は
、
ま
だ
真
白

な
富
士
山
が
輝
い
て
い
る
。

湯
本
か
ら
の
登
山
電
車
の
窓
外
に
は

『
そ
め
い
よ
し
の
』
や

『
し
だ
れ
桜
』

が
満
開
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
い
い
眺

め
だ
。

小
涌
谷
駅
に
着
く
と
、
既
に
四
十
名

位
の
参
加
者
が
談
笑
し
て
い
る
。
中
に

土
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
鶴
岡
八
十

五
翁
の
顔
が
見
え
る
。
皆
、
久
し
振
り

の
好
天
に
う
き
う
き
し
て
い
る
。
そ
れ

が
顔
に
現
れ
て
い
る
。

総
務
委
員
か
ら
道
筋
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、

「
日
は
長
い
し
、
天
気
も

良
い
で
す
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
登

っ
て

き
て
下
さ
い
。
私
た
ち
は
昼
食
の
準
備

も
あ
り
ま
す
の
で
」、　
と
言
い
残
し
て

先
発
さ
れ
る
。
高
年
、
熟
年
組
に
は
も

っ
て
こ
い
の
、
有
難
い
話
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
自
ら
で
き

て
春
の
鎌
倉
吉
道
を
往
く
。

登
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
し
か
し

じ
っ
と
り
と
汗
ば
ん
で
く
る
。
間
も
な

く

『
千
条
の
滝
』
に
着
く
。
そ
う
め
ん

の
様
な
水
が
愛
ら
し
く
流
れ
落
ち
て
い

る
。
樹
間
に
こ
ば
れ
陽
が
落
ち
て
小
休

止
を
誘
う
。

青
い
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
し
ば
ら
く
登

る
と
分
岐
点
に
出
る
。
右
の
浅
間
山

ヘ

の
道
を
辿
る
。
十
分
も
歩
い
た
か
と
思

う
と
、
パ
ッ
と
開
け
た
高
原
状
の
と
こ

ろ
へ
出
る
。
こ
れ
が
浅
間
山
頂
だ
。
後

ろ
か
ら
は
相
変
ら
ず
元
気
な
佐
々
会
長

が
、
ご
家
族
と
追
い
つ
い
て
く
る
。
所

用
の
あ
っ
た
大
阪
か
ら
態
々
の
参
加
と

の
こ
と
。

山
頂
を
少
し
下
っ
た
、
ま
だ
枯
草
の

残
る
所
で
昼
食
と
い
う

こ
と

に
な
っ

た
。
総
務
委
員
達
が
持
参
の
コ
ン
ロ
を

幾
つ
も
並
立
し
て
、
大
鍋
に
豚
汁
を
作

っ
て
の
大
サ
ー
ビ
ス
。
食
事
が
終
わ
る

と
今
度
は
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
の
サ
ー
ビ

ス
と
、
い
た
れ
り
尽
く
せ
り
の
も
て
な

し
に
皆
感
謝
す
る
。

佐
々
会
長
か
ら
新
入
会
員
の
歓
迎
と

会
員
懇
親
の
こ
の
催
し
が
、
老
若
男
女

大
勢
の
参
加
を
得
た
こ
と
の
意
義
を
強

調
さ
れ
た
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
上
、
会

長
ご
持
参
の
ス
イ
ス
直
輸
入
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
皆
に
配
ら
れ
、
賞

味

さ

れ

た
。ま

た
、
自
然
保
護
委
員
の
渡
辺
正
臣

会
員
か
ら
鎌
倉
古
道
の
紹
介
と
、
本
当

の
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
の
栞
が
参
加
者
に

(7)
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洋書購入のお知 らせ (つづき)

図 書 委 員 会

68。 Ybunghusband,Sir Fracis 1924

Wonders of the Hin11laya
｀
 Johon Murray,London,210p

69.Tyndall,HoE.II.

Mounttlin Paths.New Alpine Library

Eyre&SIЮttisw00de,London,204p

70。 Kirkpatrick WoT.1932

.Alpine Days and Nighお
,

George Allen&Unwin Ltd.,London,198p

図 書 受 入 報 告

昭和 59年 11月 分受入図書

1。 Reinhold Messner``Der Glaseme Ho五 zont''Albert M通‐

ner 1982(購入)

2.尾崎喜八著「山の結本」 新潮社 昭和 32(購入)

3/大野精七著「北海道のスキーと共に」 私家版 昭和 45(購

入)

4.木暮理太郎著「山の憶ひ出」 日本文芸社 昭和 45(購入)

5。 赤沼淳夫他著「槍が岳への山旅」 山と渓谷社 昭和 37(購

入)

6.村井正衛著「岩手 八幡平 秋田駒」 山と渓谷社 昭和 36

(購入)

7.八木一郎著「白馬岳と後立山」 山と渓谷社 昭和 37(購入)

8.山 と渓谷編集部編「冬山」 昭和 37(購入)

9。 伊藤正一著「黒部渓谷と雲ノ平」山と渓谷社 昭和 38(購入)

10。 山本三郎 川崎隆章著「富士山」 山と渓谷社 昭和 38(購

入)

11.沼田真編「生態調査のすすめ―ヒマラヤの人々の生活と自然」

古今書院 昭和 59(千葉大学ヒマラヤ委員会寄贈)

12。 坂原忠清 松井公治編「Nanga Parbat 銀鞍」 スビダーニ

エ同人 川崎市教育登山隊 昭和 59(坂原忠清氏寄贈)

13.大町市史編纂委員会編「観光のなかの大町―その歴史と今」

昭和 59(編者寄贈)

14.菅原達也「山岳句集 氷河卓」 山と渓谷社 昭和 59(著者

寄贈)

15.秋田高校山岳部 OB会編「インドカシミールヒマラヤ ヌン

峰 (7135m)」 昭和 58(編者寄贈)

16.日 本ヒマラヤ協会 カシミール遠征隊編「NuN登頂 '83ボ

クらは遥に K2をナンガを見た HAJカ シミールヒマラヤ

遠征隊 1983年」 1984(編者寄贈)

17。 金子昌彦編「南ダッカ氷河を攀る インド=ヒ マラヤCB山
群無名峰 (未登峰 5810m)登 山の全記録」 静岡山岳連盟ソ

サェティインド=ヒ マラヤ隊 1984(版元寄贈)

18。 日本大学山岳部桜門山岳会編「会報 1969～ 1982 第 26号」
1984(大 谷直弘氏寄贈)

71。 The Authors of V.Oyage en Zigzag 1869

Bleaten′ rracks or Pen and Pencil sketches in ltaly

Lonmalls,Green& (Oo。 ,London,278p+24p
72.The Authors of a Voyage en Zigzag 1869

Pictures in Tyrol and Elsw・here froln a Family

Sketch‐ book,2nd ed。 ,

LOngimLanS,Green(&:10o。 ,London,313p
73. Zigzagging;a=10ngst I)010mite,London, Longmians,

Green,Reader&Dyer,1873
74。 1:I10w we spent the sumer; vOyage en zigzag, 6th ed.

London,Longmans,IGreen,IReader&Dyer,1874

以上 74点が成瀬岩雄氏旧蔵書から購入 した洋書です。

12月 分受入図書

1。 「林和夫追悼集」編集実行委員会編 「悪場を超えて,林和夫

追悼」 林電工株式会社 昭和 59(林正樹氏寄贈)

2。 日本ネパール協会編「ネパール研究ガイドー解説と文献目録」
日外アソシエーツ株式会社 1984(版元寄贈)

3.平野惣吉著「山人の賦 I尾瀬 奥只見の猟師とけものたち」

白日社 1984(版元寄贈)

4.長尾三郎著「エベレストに死す」 講談社 昭和 59(版元寄

贈)

5.船橋・山百合の会編「山百合創刊号」 1984(編者寄贈)

6.南会津山の会編「いろりばた第 65号」 昭和 59(編者寄贈)

7。 IMarek Malaty′ nski“ W cieniu Kangczendzengi"1978(堀

内章雄氏寄贈)

8. Giuseppe Tu∝ i ``Aコchaeologia Mundi Transhiinalaya"

Vikas Publishing House 1973(購 入)

9.塚本珪一著「京都 の 自然,原風景をさぐる」 ナカニシア出

版 昭和 59(版元寄贈)

10.小島烏水著「小島鳥水全集 第 3巻」 大修館書店 昭和 59

(版元寄贈)

11.平川仁彦著「Skier'S IBttS平 川仁彦のバッジテス ト必勝法」

山と渓谷社 1985(版元寄贈)

12.海和俊宏著「海和俊宏のポールテクニック」 1上 |と 渓谷社
1985(版元寄贈)

昭和 60年 i月 分受入図書

1.黒岩達介著「ハウツウ・スキー スキーが面白くなる体験的
アドバイス」 山と渓谷社 1985(版元寄贈)

2.泉欣七郎 千田健共編「輝 く日本の No.1」 ナンバーワン

1984(版元寄贈)

3。 広川健太郎編「アイスクライミング」 白山書房 1984(版
元寄贈)

4。 日本山岳会編「山日記」 著渓堂 1985(版元寄贈)

5。 日本山岳会編「山日記」 著渓堂 1985(版元寄贈)

6。 早稲田大学岳友会編「天の匂い 柳沢幸弘遺稿集」 登攀ク

ラブ蒼氷早稲田大学岳友会 1984(編者寄贈)(以下次号)

贈
ら
れ
、
喜
ば
れ
た
。
但
し
、
こ
の
エ

ー
デ
ル
フ
イ
ス
は
栽
培
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
の
注
が
付
さ
れ
た
。

最
後
に
本
日
の
懇
親
会
の
計
画
立
案

か
ら
実
施
ま
で
を
中
心
に
な
っ
て
活
躍

さ
れ
た
新
会
員
、
南
川
金

一
、
丸
山
剛

司
、
武
井
台
三
、
自
井
雅
巳
、
大
坂
敏

子
の
各
委
員
が
参
加
者
全
員
の
感
謝
の

拍
子
の
な
か
に
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
別
参
加
の
ネ
パ
ー
ル
の
マ

ス
ケ
君
も
紹
介
さ
れ
、
今
後
も
こ
う
し

た
楽
し
い
催
し
に
参
加
し
た
い
と
希
望

を
述
べ
ら
れ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン

グ
も
、
予
定
通
り
午
後
三
時
に
湯
本
温

泉
に
着
い
て
解
散
と
な
る
。

解
散
後
は

『
し
だ
れ
桜
』
の
お
花
見

に
出
掛
け
る
組
、
湯
本
駅

へ
直
行
し
て

祝
杯
を
上
げ
る
組
、
箱
根

旧
街
道

の

『
天
山
野
天
風
呂
』

で
湯
に
つ
か
り
、

ビ
ー
ル
で
乾
い
た
喉
を
潤
す
組
、
等
々

の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

散

っ
て
い
っ
た
。

参
加
者
は
佐
々
会
長
以

下

七
十
余

名
。
全
員
が
東
京
、
そ
の
近
郊
で
あ
る

が
、
二
重
県
津
市
か
ら
荒
木
健
次
会
員

も
は
る
ば
る
参
加
さ
れ
た
。

佐
々
会
長
の

『
支
部
交
流
を
活
発
』

に
し
た
い
の
抱
負
も
あ
り
、
ま
た
総
務

委
員
会
の
、
新
し
い
会
員
に
早
く
山
岳

会
の
組
織
に
馴
染
ん
で
も
ら
い
た
い
、

と
言
う
思
惑
が
こ
の
催
し
の
趣
旨
で
あ

っ
た
と
言
う
。
な
ら
ば
、
約
二
十
名
の

新
会
員
が
参
加
し
た
今
回
は
大
成
功
で

あ
っ
た
と
思
う
。

(8)
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0

肥
＝
ム
日
詭

▽
募
金
分
科
会
　
二
次
募
集
を
開
始
、

多
く
の
会
員
の
協
力
が
必
要
、
日
標
額

の
達
成
が
可
能
と
な
っ
た
、
６
月
３０
日

ま
で
申
込
受
付
け

▽
集
会
予
定
、
５
月
ｎ
日

（仙
台
）、

６
月
１５
日

（長
岡
）、　
７
月
１４
日

（札

幌
）、　
９
月
器
日

（富
山
）

ｏ
山
研
開
所
　
４
月
２７
日

そ
の
他
、
委
員
会
報
告
、
会
務
報
告
が

あ

っ
た
。

四

月

自
然
保
護
委
員
会

学
生
部
集
会

会
報
編
集
委
、
科
学
委

山
研
開
所

今
月
の
来
室
者
３９２
名

７
９
２
　
粟
飯
原
健
三

２
２
３
３
　
宮
井
　
英
明
　
　
　
　
～

４
３
３
２
　
坂
口
　
圭
正

５
０
９
４
　
鈴
木
　
静
雄

代
表
者
変
更

７
７
２
４
　
波
田
山
岳
会
↓
大
月
義
之

キ
ン
グ
部
　
姫
野
和
記
　
伊
藤
　
茂

臼
田
昌

一　
沢
田
良
子
　
沖
永
　
裕

鈴
木

一
夫
　
大
塚
玲
子
　
加
藤
正
己

前
田
文
彦
　
前
田
洋
子
　
徳
長
　
正

田
原
善
治
　
中
国
　
徹
　
山
中
　
茂

小
西
喜
助
　
官
下
啓
三
　
浜
田
文
二

官
城
恭

一　
平
井
和
雄

　

（そ
の
他
）

石
上
隆
章

　

（〇

・
八
日
）

応
募
会
員
数
累
計
　
　
　
一
六
三
二
名

応
募
口
数
累
計
　
　
四
〇
〇

一
・
五
日

金
額
累
計
二
〇
、
○
〇
七
、
七
二
三
円

〔訂
正
〕

前
月
号
会
報
の

（三
日
）
の

塚
本
茂
は
増
本
茂
氏
の
誤
り
で
す
。

◎

講
　
演
　
会

日
時
　
昭
和
六
十
年
六
月
二
十
八
日

（金
）
　
　
午
後
六
時
半
よ
り

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

演
題
　
チ
ヤ
ン
タ
ン
高
原
の
自
然

（
ス
ラ
イ
ド
映
写
有
）

講
師
　
五
百
沢
智
也
氏

科
学
研
究
委
員
会
主
催

１
日

（月
）

４
日

（本
）

ｎ
日

（木
）

１３

日

１５

日

１６

日

１７

日

１９

日

２２

日

（土
）

（
日
）

（火
）

（水
）

（金
）

（月
）

○

八
十
周
年
展
示
委
員
会

海
外
委
、
講
演
会

山
の
気
象
講
座

（科
学

委
）

フ
イ
ル
ム
映
写
会

理
事
会

会
員
懇
談
会

山
研
委

評
議
員
会

フ
イ
ル
ム
委
員
会

煙iF 234-6659

創
立
八
十
周
年

記
念
晩
餐
会

（
札
幌
）

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

２３
日

（火
）

２５
日

（木
）

２６
日

（金
）

ν
日

（土
）会

員

移

動

退
会

２

９

８

０

５

１

０

４

６

０

８

１

６

６

０

７

７

９

４

０

９

０

８

８

７

０

４

４

荒
井
賢
太
郎

五
十
嵐
　
克

大
久
保
勝
彦

日
時
　
昭
和
六
十
年
七
月
十
四
日
（日
）

午
後
三
時
三
十
分

会
場
　
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁

目
　
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

行
事
　
記
念
山
行
　
七
月
十
三
日
（土
）

暑
寒
別
岳
（
一
四
九

一
・
四
房
）。
山

岳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
十
四
日
午
後
三

時
三
十
分
よ
り
。
晩
餐
会
　
十
四
日

午
後
六
時
よ
り
開
催
し
ま
す
。

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

参
加
申
込
み
　
一Ｔ
０
６
１

・
０
１
　
札

物
故八

十
周
年
記
念
事
業
第
二
次
募
金
応
募
者
ご
芳
名

（昭
和
六
十
年
五
月
十
日
ま
で
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

霜 宮 矢
鳥 沢 部

康 雄
夫 敏 勲

大 島 阿 増 坂 川 大 内 阿 星
井  部 田 本 澄 工 藤 部 野

原
準 澄 敏 圭  隆 欣 高 正
一 夫 雄 次 博 明 一 一 英 護

夫
婦
会
員
に

４

９

５

７

塚
本

塚
本

佐
藤

支
部
変
更

珪

一

幸
子

節
子
（山
形
支
部
）

（
一
〇
口
）
橋
本
龍
太
郎

（五
日
）
黒

石
　
恒
　
佐
々
木
孝
雄

　

（四
口
）
筒

井
　
稔
　
高
田
允
克
　
川
津
鉄
礼
　
上

條
敏
昭

　

（
二
日
）
川
越
は
じ
め
　
佐

々
木
康
之
　
官
原
利
重
　
林
　
幹
夫

篠
塚
貞
雄
　
戸
塚
守
夫
　
重
村
　
清

小
川
　
隆
　
清
和
良
晴
　
和
崎
俊
雄

荻
野
恭

一　
雫
石
鉱
吉
　
羽
田
英
彦

今
井
洋
地
　
木
村
俊
博
　
原
　
喜
彬

恵
　
秀
彦

　

（
一
口
）
井
後
幸
太
郎

谷
　
久
光
　
木
野
光

一
郎
　
井
上
孝
二

北
林
嘉
鶴
子
　
荒
木
壮

一　
大
石
義
豊

平
田
大
昭
　
日
本
興
業
銀
行
山
岳

ハ
イ

幌
市
白
石
区
厚
別
中
央

一
条
七
丁
目

一
五
―

一
―
四

一
〇

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
宛

申
込
締
切
日
　
六
月
二
十
九
日

（土
）

記
念
山
行
日
程
　
七
月
十
三
日
午
前
六

時
増
毛
町
出
発

（車
）、　
午
前
七
時
暑

寒
荘
よ
り
登
山
、
正
午
頂
上
、
午
後
五

時
増
毛
町
着
、
増
毛
町
泊
。

山
行
参
加
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

（宿
泊
二
食
、
懇
親
会
費
、
プ
ー
ル
使

用
料
を
含
む
、
交
通
費
は
別
途
）

編
集
後
記
　
西
ド
イ
ツ
の
青
年
が

『
登

山
と
死
』
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
記
事

を
、
あ
る
山
の
雑
誌
で
読
ん
だ
。

▼
彼
は
著
名
な
登
山
家
の
書
い
た
本
か

ら
、
随
時
字
句
を
引
用
し
な
が
ら
、
自

分
の
考
え
を
述
べ
て
い
た
。

▼
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ど
の
ル
ー
ト
を
や
ろ

う
か
と
か
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
で
は
な
く
、
危
険
な
目
に
あ
っ

た
自
分
の
山
行
を
振
返
り
、
な
ぜ
自
分

た
ち
が
死
ど
隣
合
わ
せ
の
山
行
を
す
る

の
か
を
説
明
し
て
い
た
。

▼

『
生
き
て
い
る
こ
と
』
の
実
感
を
、

死
と
背
中
合
わ
せ
の
状
態
で
探
る
の
だ

と
い
う
。

▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
今
の
若
い
登
山
者

た
ち
に
も

『
生
』
に
つ
い
て
の
充
実
感

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
？

▼
自
分
を
取
戻
そ
う
と
す
る
行
為
の
一

端
に
登
山
が
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
厳

冬
季
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
あ
る
の
だ
と
す
る

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
山
は
わ
れ
わ
れ

が
考
え
て
い
る
以
上
に
厚
味
が
あ
る
と

い
え
は
し
な
い
か
。

（岡
）

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
日
発
行

１０２

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
―
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所

灘
期

日

本

山

岳

会

発

行

者

今

西

寿

雄

編
集
代
表
　
岡
　
沢
　
祐
　
士
ロ

電
話
東
京

（２６１
）
四
四
三
三

振
替
口
座
　
東
京
三
―
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
丁
目
二
番
六
号

印
刷
所
　
　
株
式
会
社
　
技
　
報
　
堂
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